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　令和5年度関東高校男子バスケットボール大会Bブロック準決勝、湘南工科大学付属高校（以下、湘南工大）vs國學院大學久我山高校（以下、久我山）
　第1Q、両チームともにディフェンスはハーフコートマンツーマン。#38穂谷野のジャンパーで先制した湘南工大はその後も2本のジャンパーを沈める。対する久我山はペネトレイトからインサ
イド#5石井への合わせで対抗。さらに中盤には3連続3Pで攻勢をかける。それでも果敢に攻める湘南工大は#38穂谷野がジャンパーやドライブイン、アシストでオフェンスを引っ張る。残り2
分頃から1-2-1-1ゾーンプレスを展開した湘南工大が#91オディギェのバスケットカウントや#0竹内の3Pで加点するが#7村田がドライブイン、3Pで得点した久我山が追いつき、26-26の同点
で第1Q終了。
　第2Q、早々に#7村田が3Pを決めた久我山に対し、1-2-1-1ゾーンプレスを継続する湘南工大は序盤#0竹内が2本の3Pとジャンパーを決め、応戦。ドリブルとパスを上手く使い分けプレス
を回避する久我山は#5石井と#13川上がインサイドで身体を張り、粘り強く戦う。互いに譲らぬ展開が続く中、湘南工大は#3米山が積極的に仕掛け2本のジャンパーとフリースローを決める
と、さらに#0がジャンパーを成功。両チームが高確率でショットを成功させる一戦は、湘南工大が54-52とワンポゼッションリードで前半終了。
　第3Q、リード拡大を図る湘南工大は、#3米山がオフェンスを牽引。さらにスティールからのファストブレイクが連続で決まり、リードを10点に広げる。これ以上離されたくない久我山は#5石
井がインサイドで奮闘を続けるとともにディフェンスの強度をアップして湘南工大オフェンスを苦しめると、徐々に攻守の切り替えが速くなる。さらに前半からペネトレイトや3Pなどでオフェンス
を牽引していた#7村田が内外関わらず多彩な得点パターンから得点。クォーター終盤にはスティールから連続となる2本のファストブレイクでレイアップを決め、72-79と久我山が7点のリード
を奪い返して第3Q終了。
　第4Q、巻き返しを図る湘南工大は、ディフェンスへの意識を高め直すとダブルチームや徹底したシュートチェックで久我山オフェンスにプレッシャーをかける。攻めては#3米山を中心に久我
山ディフェンスに積極的に切り込む。残り3分10秒、#38穂谷野の3Pが決まり、ついに同点に。湘南工大を勢いに乗せたくない久我山はタイムアウト後に#6板倉#7村田の2本の3Pで徹底抗
戦。しかし湘南工大も残り35秒で#3米山がジャンパーを沈めタイスコアに。ラストプレーでウィニングショットを狙った#3米山のシュート、オフェンスリバウンドを拾った#91オディギェのシュート
が外れ、92-92で激闘は延長戦へ。
延長戦、湘南工大は#91オディギェが3Pを沈めて先行。久我山もすぐさま#6板倉が3Pをヒットするが、ゾーンプレス・ハーフコートディフェンスともにプレッシャーをさらに強める湘南工大が久
我山オフェンスを苦しめる。
第4Qに負傷した#38穂谷野が不在の中、#3米山がさらに一段オフェンスのギアを上げた湘南工大は攻めの姿勢も緩めず。ボーナススローを着実に決め、久我山の追撃を3本の3Pに抑えつ
つ延長戦でも19点を積み重ね、111-101で勝利。
両チームが序盤から高確率でショットを沈めて互いに譲らず、延長戦までもつれ込んだ白熱の一戦は、高確率の長距離砲と粘り強いインサイドで奮闘しながら惜しくも敗れた久我山がBブ
ロック3位となり、インテンシティの高いディフェンスから爆発力の高いオフェンスで最後の最後まで攻め続けた湘南工大が同日に行われる決勝戦進出を決めた。
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